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　　『今回のトピックス』
１　新年ご挨拶
２　松下幸之助一日一話
３　お客様の声～ありがとうございます～
４、お役立ち情報（豪華４本立て！）
５、何とかならない時代のお金の教養講座ご紹介

６、株式プレミア・スクールご紹介！
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新年ご挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　新年あけましておめでとうございます。皆様におかれましては、希望に満ちた良いお年をお迎えのことと存じます。
　昨年は、「新」が一年を表す漢字として選ばれ、日米に新政権誕生・イチロー選手の新記録・裁判員制度の導入等、新しい時代の幕開けを感じる年でした。今年は、景気が低迷している日本経済が復活し、また、皆さんが「飛躍の年」とされ健やかで幸せな年になりますように祈るとともに、少しでも皆さんのお役に立ちたいと思っております。

　年頭にあたり、今年の目標・抱負を定める方は多いと思います。その目標に向かって努力するのは当然ですが、目標を叶える一番良い方法があります。それは、周囲の人に公言することです。そうすると、自分だけの「決意」ではなく、他者との「約束」になりますので、目標を達成出来る可能性が高くなります。私の今年の目標は、「本を出版すること」です。より多くの方に「お金の正しい知識」をつけていただき、将来の不安を安心に変える手助けをしたいと考えています。
　それでは、今後とも末永いお付き合いの程、よろしくお願い致します。
２、松下幸之助一日一話

　大変好評な松下幸之助先生の一日一話。(ＰＨＰ研究所：刊)
今日のお話も経営者の方は勿論、サラリーマンの方、主婦の方も参考になる点が
あると思いますので、一度読んでみて下さいね。
「熱意は磁石」　
　　いかに才能があっても、知識があっても、熱意の乏しい人は画ける餅に等しいのです。反対に、少々知識が乏しく、才能に乏しい点があっても、一生懸命というか、強い熱意があれば、そこから次つぎとものが生まれてきます。その人自身が生まなくても、その姿を見て思わぬ援助、目に見えない加勢というものが自然に生まれてきます。それが才能の乏しさを補い、知識の乏しさを補って、その人をして仕事を進行せしめる、全うさせる、ということになるわけです。
　　あたかも磁石が周囲の鉄粉を引きつけるように、熱心さは周囲の人を引きつけ、周囲の情勢も大きく動かしていくと思うのです。

　
　
３、お客様の声～ありがとうございます～　
年間顧問契約（保険の見直し・資産運用・将来の住宅購入のライフプランを基本とするトータル家計相談）をご利用されたお客様の声（３０代ご夫婦）
私自身があまり「お金」のことについて無頓着なこともあり、長谷さんのお話は

　本当にためになることばかりでした。この先、長い間、妻・子供とこの厳しい時代　

　のなかでやっていけるのかな？とふと思うことがよくありました。

そんな不安がすべて解消されたわけではありませんが、お話と作っていただいた

プランを聞いているうちに、「なんとかなるのかな」と確かな実感が心の内に湧いて
きました。できれば、これからもお力添えいただければと思っております。

　　　メッセージありがとうございます。先行不透明な時代だからこそ、今

から将来のことを計画することが必要ですね。〇〇様の将来の夢や希望を叶えるお手伝いをさせていただければ私も嬉しく思います♪
４、お役立ち情報

（１）保険編　～平均入院日数の短期化進む～
厚生労働省の調査によると、病気や怪我などで入院する一般病床の平均入院日数は、

１７．９日となっており、これは１５年前の数字に比べ約半減しています。短期化が進んでいる理由としては、医療技術の進歩があったことは勿論ですが、それよりも医療費抑制のために、長期入院の診療報酬が引き下げられてきたことが最も大きな要因だと思います。国としては、財政状況が悪化する中、社会的入院（入院による治療の必要性が低くなってからも、様々な理由により長期入院を続けること）による老人医療費増大を防ぐ狙いがあります。
ただ、三大疾病（がん・心疾患・脳血管疾患）の入院日数も短期化の方向ですが、平均に比べればやはり長くなっています。年齢によって違いますが、全体での数字をご紹介すると、がん２２．４日・心疾患２４．２日・脳血管疾患１０４．７日となっています。また、精神病棟での平均入院日数は、約３２０日と一般病床に比べかなり長いようです。
平均入院日数が１週間程度の国が多い欧米に比べれば、日本はまだまだ長いほうですが、おそらく、今後もこの入院日数の短期化はどんどん進んでいくことが予想されます。そうすると、民間の医療保険をどのように考えるのか・・・という問題があります。今後は入院日数に応じて支払い金額が多くなるものよりも、手術給付金や診断一時金を重視する考え方も必要になってきます。
ここで、復習です。面談やセミナー時にいつもお話していることですが、保険を考える時は、下記５つのポイントをしっかり守った上で検討するようにしてください。ＣＭでよく見かける一番売れている保険商品が、皆さんに合っているかどうかは別問題ですし、家族構成や家計の状況（貯蓄等）によって選択する商品も違ってきます。今の時代は、ムダな保険を省き家庭にピッタリな保障・保険料にすることによって、少しでも浮いたお金を教育資金・老後資金・住宅資金に向けることが賢明ではないかと考えます。
保険を考える上での５つのポイント！

1、 保険に加入する目的をしっかり考える

2、 高額療養費制度や遺族年金等の公的制度を理解する

3、 保険会社・保険代理店の言いなりにならない

4、 保険加入は人生において、住宅に次ぐ大きな買い物であると意識する

5、 保険商品よりも考え方のほうが重要である

（２）一般生活編　～要注意のリボ払い～　
クレジットカードをお持ちの方は多いと思います。私はなるべく現金で支払うようにしていますが、クレジットカードも数枚持っています。昨年、あるカード会社から
キャンペーンを兼ねて「リボ払い」を勧める案内が届きました。その案内には、「リボ払い」のメリットとして次のようなことが書かれていました・・・

　『毎月の支払い負担を軽く！暮らしにゆとりを！』
「分割払い」と違って、「リボ払い」ならお買い物が増えても、リボ払いご利用枠を超えなければ、お支払額は毎月５，０００円（最初に指定した金額）のまま。毎月の支払額がほぼ一定になるから、いままでの生活ペースを変えることなくやりくりできる！それに、毎月お支払い残高が減っていく分、新たにお買い物ができるから安心。

　皆さん、どう思いますか？まず、「リボ払い」とは、「分割払い」の一種ですが、商品の金額を分割で支払っていくのではなく、限度額内ならいくら買い物をしても、月々の支払いは一定という支払い方法です。
　問題点

· いくら買い物をしても毎月５，０００円（仮の金額）の支払いを上限にしておけば、毎月の支払いは５，０００円で済むので感覚が麻痺してどんどん買い物をしてしまう。
· リボ払いの手数料率は１５％前後ですが、これが残高に対してかかってきます。

· 通常の分割払いは期限がある支払い方法ですが、「リボ払い」は無期限の支払い方法になってしまう危険があります。
１年間カード残債６０万円を続ければ、年利１５％として６０万円×１５％＝９万円余分にお金を支払うことになります。「リボ払い」は業者にとって一番儲かる方法ですので勧めてきますが、出来れば避けたい支払い方法です。最近は、特に２０代の若い方を狙って、クレジットカードを作成させて「リボ払い」に誘導することが多いようですので要注意です。勿論、理解された上で選択しているならまだ良いですが、多くの方は「リボ払い」の内容を理解せず選択していることが多いように思います。
　クレジットカードは利便性が良いですしポイントが付いたりしますので、使うのは良いのですが、支払い方はなるべく金利や手数料がかからない１回払い・２回払い・ボーナス１回払いにすることをおススメします。２０代の方・２０代のお子様をお持ちの方は、しっかり理解するようにしてくださいね。

（３）年金編　～知らないと損する年金のお話～

①　年金は何歳からもらえるの？　　　　　　　　　　
　国の年金は、基本的に６５歳になってから受け取るものですが、６０歳から受け取ることも７０歳から受け取ることも出来ます。自分自身で選択することが出来ます。さらに、この１０年の差で毎月受け取る年金額はなんと！７２％も変わってきます。当然ですが、早い段階から年金を受け取れば毎月の年金額は減少（月0.5％）し、受け取りを遅らせれば毎月の年金額は増額（月0.7％）します。
	受取開始年齢　　毎月の年金増減

	６０歳　　　　　　－３０％

	６１歳　　　　　　－２４％

	６２歳　　　　　　－１８％

	６３歳　　　　　　－１２％

	６４歳　　　　　　－　６％

	６５歳　　　　　　　　０％

	受取開始年齢　　毎月の年金増減

	　　６５歳　　　　　　　　０％

	　　６６歳　　　　　＋８．４％

	　　６７歳　　　　＋１６．８％

	　　６８歳　　　　＋２５．２％

	６９歳　　　　＋３３．６％

	　　７０歳　　　　＋４２．０％


　　
　
　早く亡くなれば６０歳からもらったほうが良かったということになりますし、長生きすれば７０歳からもらったほうがお得ということになりますが、何歳で亡くなるかは誰にもわかりません。ちなみに損益分岐点？は約８０歳と言われています。何歳から年金を受け取ることにするのか？は、ライフプラン＝人生設計上重要な問題ですので、平均寿命や家計の状況等を考慮し慎重に選択することが大切です。
②　年金保険料は支払わなくていいの？
　「年金は支払っても自分たちはもらえそうにないので、支払わないほうが得ですよね？」という質問を受けることがあります。そもそも日本の年金制度は、自分が老後に受け取るために積立しているものではなく、現役世代が年金世代を支えるという「世代間扶養方式」になっています。また、年金というと老後に自分が受け取る年金（老齢年金）に目がいきがちですが、自分が亡くなったときに残された家族がもらえる年金（遺族年金）や、自分が障害状態になったときにもらえる年金（障害年金）の機能にも注目する必要があります。さらに、２００９年度から若者の負担を減らすため、高齢者に支払われる年金の半分は、税金で賄うことになりました。
　正しい金融知識を広めなければ、間違った行動をしてしまう若者が増加してしまいますので、高校での金銭教育普及に力を入れたいと思っています。
（４）資産運用編　～長期投資で日本復活！～


「貯蓄から投資へ」の流れを受けて投資を始められた方は多いですが、「貯蓄から“投機”」になっている方が多いように感じています。（投機＝ギャンブル！短期売買を繰り返し利益を得ること）また、国と地方の借金は増え続け、世界第２位の経済大国の維持も怪しくなり、日本の将来に対し悲観的になる方も多いです。
そこで１冊の本をご紹介します。投資をかじったことがある方なら皆さんご存知のさわかみファンドの澤上さんが書かれた「長期投資で日本は蘇える！」（ＰＨＰ研究所：刊）です。
本の内容を簡単に３点にまとめると・・・

①『預貯金や生命保険に寝かせてある個人マネーを動かそう、それで日本経済を活性化させよう』

②『国に頼るのはもうやめよう。国民ひとりひとりが自助意識を高めれば、何とでもなる』

③『将来に不安だらけの人生など送りたくない。子供や孫たちにダラシない経済社会を残したくはないと思うのなら、やはり自助意識を高め自分のお金を動かすことだ』

澤上さん曰く「投資とは、将来の社会経済を築いていくという明確な方向性をもっ
て、お金を投入していくことである。」
昔の日本（バブルが弾ける迄）では国民が真面目に仕事をし、金融機関にお金を

預金することによって、間接金融が機能しお金がまわっていたんですね。現在の成

熟経済ではその機能が滞っているので、直接お金を経済の中に放り込んでいく（直

接金融）ことが必要になっています。
　長期投資の重要性・日本が蘇えるためにするべきこと等の投資のことだけではな

く、経済のことも勉強出来ます（バブル崩壊前と後の根本的な違い）ので、お時間

あるときに一度読まれることをおススメします。

（注）さわかみファンドを勧めているわけではありませんので、誤解のないように

お願いします。

５、なんとかならない時代の「お金の教養講座」ご紹介
～　将来不安を安心に　～
　先行不透明な時代、将来が不安・心配という方が非常に増えています。では、この「不安」を「安心」に変えるには、どうしたら良いのでしょうか？人は、わからないものについて「不安」が出てくると、必要以上に心配する傾向にあります。
例えば、老後・・・国の年金もどうなるかわからないし、とにかく不安というケース。まず、どれぐらい年金を受け取れそうなのか？今の年金制度はどういう仕組みなのか？を知れば不安は和らいでいきます。『わからない』を『わかる』に変えることが大切ですね。また、資産運用や投資をリスクとイコールのように考える方もおられますが、投資自体がリスクなのではなく、『わからない』状態で行うことがリスクとなります。知識をつけて『わかる』状態で行えば、株式投資も①怖くない②簡単③夢がある、ということが理解出来るようになります。
夢や希望のライフプラン＝将来計画を達成するには、「お金の教養」が必要な時代になっていると考えます。ただ、日本では「金銭教育」がないがしろにされ、大人になっても学ぶ機会が少ないのが現状です。本来「お金の教養」は、英語や数学あるいは資格の勉強と同じぐらい重要であり、必要不可欠な教養です。ＴＶ・新聞の報道＝マスコミは間違っていることも多いので鵜呑みにするのではなく、得た情報を自分で判断できるようになる必要があります。是非、皆さんには「お金の教養」を身につけて、豊かな人生を送っていただきたいと思います。
· 『安心住宅購入講座』（住宅購入に際して漠然とした不安のある方）
・ 本当に買っても大丈夫？　破綻するリスクはある？
・ 損をしない住宅ローンの選択術は？
· 私はいくら借りられるの？具体的な計算方法は？

· 現実的に無理のない返済額はいくらまで

日　時　：　１月　１９日（火）１０時３０分～１２時

　　　　　　１月　２８日（木）１９時　　　～２０時３０分

　　　　　　２月　２１日（日）１４時　　　～１５時３０分

場　所　：　長谷ファイナンシャルプランナー事務所

　定　員　：　各日先着６名

　受講料　 :　３，１５０円（テキスト代・税込）
· 『じっくり学ぶマネー講座』
（一からみっちりお金の知識を得たい方）

・初心者でも安心、基礎から実践レベルまで役立つお金の知識　

を学べます。
・金融商品の広告・パンフレットや金融機関の説明が理解できるようになります。
・自分のマネープラン、目的に合った金融商品を自信を持って選べるようになります。
　日　時　：　【平日３回完結夜コース】

１月　１３日（水）１９時～２１時
　　　　　　　１月　２０日（水）１９時～２１時
　　　　　　　１月　２７日（水）１９時～２１時

　　　　　　　【休日１日完結コース】

　　　　　　　２月１１日（木・祝）１０時～１７時３０分（昼休憩１時間有り）

場　所　：　長谷ファイナンシャルプランナー事務所

　定　員　：　各日先着６名

　受講料　：　１８，０００円(100ten.schoolテキスト144P定価5,000円付・税込)
≪お客様の声≫
『じっくり学ぶマネー講座を受講されたお客様の声（４０代会社社長）』
　「なるほど！」と思うツボがココに・・・４５歳、今さら自分教育？本で十分ではないかと思っていました。しかし、セミナーに参加して、「はっ」と気付きました。お金についての基礎がこんなに不足していたのか・・・。自分だけではなく社会に出て、お金の問題に出会った時に、アタフタすることが多い今の大人達は、勉強する必要がありますね。

　このセミナーで教えてくれている内容を理解出来れば、お金中心に人生の目標や大きな希望を自分で作っていけるのではないかと感じました。ありがとうございます。


· 『１２０分マネープラン講座』（漠然とした将来不安がある方）
・ファイナンシャルプランニングを立てよう

・資産運用はお金の整理整頓から始めよ

・プロが使っているアセットアロケーションをマスターしよう

・老後（リタイア後）の生活設計を予測しよう

・金融商品の広告を読む力をつけよう
　日　時　：　１月　１３日（水）　　１９時～２１時

　　　　　　　２月　１１日（木・祝）１０時～１２時

　　　　　　　２月　２３日（火）　　１９時～２１時
場　所　：　長谷ファイナンシャルプランナー事務所

　定　員　：　各日先着６名

　受講料　：　６，３００円（テキスト代・税込）
◎『ズバリ納得生命保険の選び方講座』　

（今入っている保険がよくわからない方、見直したい方）

人生４つのリスクと必要となる保障 

入院保険・・・・・・・・・・・病気やケガで入院した時いくらかかる？ 
　　　　　　　　　　　　　　　万が一のときの必要保障額は？
保険の３つの種類と保険料・・・これに入ろう！入院保険の条件 

定期保険・・・・・・・・・・・もしものことを考えて安い保険で高い保障 

終身保険・・・・・・・・・・・貯蓄にもなって保障得られる生命保険の選び方 

保険会社の選び方・・・・・・・たくさんある保険会社から自分に必要な保障が得られる保険会社の選び方
　日　時　：　２月　　２日（火）１９時～２０時３０分
　　　　　　　２月　１６日（火）１９時～２０時３０分
場　所　：　長谷ファイナンシャルプランナー事務所

　定　員　：　各日先着６名

　受講料　：　３，１５０円（テキスト代・税込）
６、『株式プレミア・スクール』のご紹介
　これからネット証券で株式取引を始めたい・・・具体的にはどうしたらいいのか？

　ネット証券に口座開設をしたものの、なかなか株式取引に踏み切れない・・・

　実際の銘柄選びはどうしたらいいのか？解らない・・・

　などなど、そんな悩みを抱える方・真面目に株式投資を始めたい方へおススメするのが、「株式プレミア・スクール」です。銘柄選びから売買ルールまで自分の力で株式投資が出来るようになります。
　「株式プレミア・スクール」３つのポイント！

1 初心者経験者問わず、株式投資の正しい考え方が身に付きます。

2 銘柄選びのポイント、各種投資情報の活用方法を具体的に学べます。

3 損を小さくする方法と利益を大きくする方法がわかるようになります。

≪講義内容≫

第１回　株式投資の心構えと始め方

第２回　銘柄選びのセオリー「投資指標の活用法」

第３回　チャートを学ぶ「テクニカル分析の基礎」

第４回　失敗から学ぶ「失敗しないための株式投資」

第５回　総まとめ＆「会社四季報の活用法」・「売買ルールとネット証券の活用」

≪お客様の声≫

『株式プレミア・スクールを受講されたお客様の声（４０代会社員）』
株式プレミア・スクールを受講して本当に良かったです。以前は、株式投資は、どうしても値の上がり下がりや、一部の情報で判断してしまうところがあったのですが、今回受講して株式投資に本当に必要な考え方をすごくわかりやすく簡潔に教えて頂きました。
また、現在発行している会社四季報を使っての分析演習も今後の株式投資をするうえですごく参考になりました。これを機会に無理のない範囲で、是非受講の成果を出していきたいと思っています。ありがとうございました。

日　時　：【１月コース】
　　　　　　　１月　１７日（日）９時５０分～１５時３０分（昼休憩１時間有）

　　　　　　　１月　２４日（日）９時５０分～１３時

　　　　　【２月コース】
　　　　　　　２月　１４日（日）９時５０分～１５時３０分（昼休憩１時間有）

　　　　　　　２月　２１日（日）９時５０分～１３時

場　所　：　長谷ファイナンシャルプランナー事務所

　定　員　：　各日先着６名

　受講料　：　３０，０００円（全５回テキスト代・税込）
　　※　１回ごとのお申し込み（受講料６，３００円）も可能。
≪富裕層以外も株式投資≫

日本証券業協会が個人投資家を対象に実施した、証券投資に関する意識調査で興味深い結果を見つけました。株式投資＝富裕層というイメージがあるかもしれませんが、約７割の方が年収５００万円未満とのことです。昔に比べ、最低投資金額がどんどん引き下げられ、投資しやすい環境になってきたことが一因だと予想出来ます。今は数万円、銘柄によっては数千円で投資出来るものもありますので、投資家の裾野が広がっているのがこの結果でもわかります。

ただ、『株式投資は余裕資金で行うものである』という大原則は必ず守ってください。借金して用意したお金や無くなったら困るお金で行うと感情のコントロールが出来なくなりますし、良い結果は得られませんので注意してくださいね。

◎　各セミナーお申し込み方法　◎
お電話（０７２－２８３－７３４９・０９０－８３８８－４１６１　受付は、
月～土１０時～２０時）又は、メール（hase-fp@y8.dion.ne.jp）及びＨＰにて、
1 セミナー名　②希望日時　③お名前　④参加人数　⑤連絡先をお知らせください。

完全予約制ですので、開催２日前までのご予約をお願い致します。
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（事務所内相談風景）　　　　　　　　（電話対応している代表）
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　　　（会場セミナー風景１）　　　　　　　　　（会場セミナー風景２）

・・☆～・～☆・～☆～・☆～・～☆　　　　☆～・～☆・～☆～・☆～・～☆・・

今回お送りしました「ぽっかぽか通信」の内容はいかがでしたか？

　ここはこうしたほうが良いのでは？というようなご意見がありましたら是非お聞か

　せください。また、お知り合いにも「ぽっかぽか通信」を郵送して欲しい等のご希望がありましたら下記までご連絡ください。

　　　　　　　　　　　　 　　　　 編集・発行
長谷ファイナンシャルプランナー事務所

　　　　　　　  　　代　表　　長谷　剛史（ハセ　タケシ）
〒591－8002 大阪府堺市北区北花田町３丁目３４番地９
（地下鉄御堂筋線北花田駅徒歩５分・イオンモールからすぐ）　　
ＴＥＬ＆ＦＡＸ ０７２－２８３－７３４９　　
　　             Ｅ－mail hase-fp@y8.dion.ne.jp
　  　　   http://www.k4.dion.ne.jp~hasefp/
ぽっかぽか通信の配信を希望されない方は、上記連絡先迄ご連絡下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　






メッセージありがとうございます。お金の勉強を始めるのに


遅いということはありません。熱心に私の話を聴いて頂き、また質問もして頂いたので、楽しい時間を過ごすことが出来ました♪こちらこそ、ありがとうございました。














メッセージありがとうございます。株式投資が、①怖くない②簡単③夢があるということがわかって頂けたと思います。会社四季報は、株式投資のバイブルですので、きっちり読みこなして銘柄選びに役立てて下さいね。














